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本誌は，山口大学大学院教育学研究科附属臨床心理センターにおけ

る心理臨床活動ならびに事例研究の質を高めることを目的として発行

するものです。

本誌は，心理臨床に携わる専門家・専門機関に限定して配布してお

ります。読者の方々には本誌の趣旨をご理解いただき，内容に関する

秘密の保持についてどうか格別のご配慮をお願い申し上げます。

山口大学大学院教育学研究科附属臨床心理センター紀要執筆規定

１�．執筆にさいしてはクライアントのプライバシーの保護について細心の注意を払うこと。

特に事例報告の場合には，報告に関するクライアントの了解を事前にとっておくこと。

２．一人が投稿できる数は，単著・共著を合わせて合計３編以内とする。

３�．原稿は，A4用紙に21字×39行を二段組みで印字する。枚数は，論文１編につき13枚以

内とする。13枚のなかには，要約・文献・図・表をすべて含む。

４．句読点は，「，」と「。」を用いる。

５�．図や表はあらかじめ原稿に挿入しておく。編集委員でのレイアウト変更等は基本的に行

わない。

６�．本文中の引用文献は，本文の終わりに欧文・和文のものを一緒に，著者の姓のアルファ

ベット順によって並べる。

７�．原稿を提出するさいには，原稿（正・副各一部）と原稿の電子データ（MS�Wordファ

イル）を提出する。電子データの提出は，CD-ROMなどの記録媒体か担当編集委員まで

電子メールにて提出する。
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